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(1) 

条件より、 )0,0(),0(),0,(  babBaA とおける。 

ベクトルの一次独立性により、実数 ts, によって、 
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0,0  ba であるから 0,01 2  tsst  1st  ──① 2ts   ──② 

②を①に代入すると 13  t  13 t  0)1)(1(1 23  tttt  

012  tt とすると、 0341 D より、実数解を持たない。適するのは 1t のみ。 

したがって、 1 ts であるから 

 OBOAOC   0 OCOBOA  (証明終) 

 

(2) 

0a として、 ),(),,0(),0,( aaCaBaA  とする。 

ベクトルの一次独立性により、実数 ts, によって、 
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OBtOAsOP と表すことができる。 
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02 a であるから 02 t  0t  
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sa
OP であるから、点 P は x軸上にある。(証明終) 


